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フチ無印刷は	
この黒い線まで
伸ばす。	

切れては困る物
はこの水色の線
の内側に配置。	

仕上がり位置。	
この青い線で
カットします。	

A3サイズ　横	
420×297mm 

※  フチ無印刷をご希望の場合、外側の黒い線まで背景や画像を伸ばして下さい。（右下図参照）	
※  切れては困る絵柄や文字等は、仕上り（青い四角）より2～3mm以上内側（水色の四角の中）に
入れて作成してください。	

※  透過性や半透明、パターンなど変換が正常に出来ない場合があります。	
※  用紙サイズの変更や、トンボの移動、変形などなさらないようお願いします。　	
※  テンプレートを使用してPDFを作成する際は、説明部分を削除してください。また、テンプレート
と同じサイズかどうか確認してください。	

医療法人社団松弘会　三愛病院広報誌	

＊「浦和おどり」　三愛病院写真部　石原智文	

Topics	
u トワーム小江戸病院夏祭り開催～夏の夜空に大花火～ 
u 眼科ドック新設のお知らせ 
u 市民公開講座を開催しました 
u おしえて！ドクターQ&A 
u 夏祭り参加のご報告（浦和おどり・トワーム小江戸病院夏祭り） 
u あなたの街のお医者さん～にしむら内科クリニック～	

◇トワーム小江戸病院夏祭り開催	

松弘会グループのトワーム小江戸病院で7月21日に夏祭りが開催され
ました。 
毎年恒例の花火が大空を彩り、夏の暑さを一瞬忘れさせてくれました。 
同じ松弘会グループのトワーム熊谷（8月19日開催）、トワーム指扇（8月
26日開催）でも夏祭りが開催されます。各施設とも趣向を凝らした内容
で皆様をお待ちしております。 
参加自由ですので、ぜひとも来年は皆様のご参加をお待ちしています。 
	

あなたの町のお医者さん 
〜My Home Doctor~ 

4月2日新規開院 
中浦和クリニックモール内	

西村　大　院長	

●ご挨拶 
このたび、中浦和クリニックモール内に、内科、消化器内科のクリニックを開院しま
した。 
これまで主に地方の基幹病院にて内科、消化器内科、内視鏡の急性期医療を中心
に研鑽を積んできました。その経験を活かし、今後は地域のかかりつけ医として、
皆様の健康と豊かさに貢献できるよう努力してまいります。　風邪や消化器疾患は
もちろんのこと、糖尿病、高血圧などさまざまな病状に対応いたします。 
内視鏡検査、大腸ポリープ切除も可能な限り当日に対応いたします。お困りのこと
があれば、　お気軽にご相談ください 

にしむら　だい	

西村院長とスタッフの皆さん	

快適で機能的な診察室	

最新のハイビジョン内視鏡システム	

アクセス	
中浦和駅　徒歩12分 
西浦和駅　徒歩15分	

午前　９：００～１２：００　午後　１５：００～１９：００	

休診日：水曜・日曜・祝日	

＊予約検査（胃カメラ、大腸カメラ、腹部エコー検査） 
　　　８：３０～９：００、１３：００～１５：００	

■　三愛病院
外科・整形外科・脳神経外科・内科・循環器内科・消化器内科･消化器外科・

形成外科・呼吸器外科・泌尿器科・リウマチ科･心臓血管外科・皮膚科・眼科

リハビリテーション科・麻酔科・放射線科・歯科・歯科口腔外科・糖尿病内科

〒338-0837　さいたま市桜区田島4-35-17

TEL：048-866-1717（代表）FAX：048-866-1865

■ 三愛病院　施設内併設

さいたま健康管理センター  (ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ)：0120-866-175　

さいたまガンマナイフセンター（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ)：0120-83-1717　

　

　  　～医療法人社団 松弘会グループ～

■ トワーム小江戸病院

　精神科・内科・外科・脳神経外科・整形外科・循環器外科・放射線科

  心臓リハビリテーション科・リハビリテーション科

▽認知症病棟（5～6階）…100床

   身体合併症病棟（3～4階）…100床

〒350-0848　川越市下老袋490-9     TEL：049-222-8111

■ トワーム指扇　介護老人保健施設

▽ 入所…100床　　▽ 通所リハビリテーション…40名

〒331-0074　さいたま市西区宝来591 TEL：048-620-6660　

　

■ トワーム熊谷　介護老人保健施設

▽ 入所…100床　　▽ 通所リハビリテーション…40名

〒360-0017　熊谷市小曽根337-1　   TEL：048-599-3377　

　

○救急搬送　　　 ：　363件 (月平均)

○入院患者延べ数 ：4,575名 (月平均)

○外来患者数　　 ：　382名 (日平均)

○平均在院日数　 ：11.80日

　（2018年1月1日～2018年3月31日）

▼心臓ｶﾃｰﾃﾙ         　　　　　　  ：   358件

（内訳) 心臓ｶﾃｰﾃﾙ治療   　　　　：   240件

▼PTA （心臓以外のｶﾃｰﾃﾙ治療）：   106件

　　　　（内訳   下肢               ：     95件

　　　　 　　　　腎                 ：     10件

            　　　　鎖骨下            ：      1件

          　　　　　その他           ：      0件

　　　　　（2017年4月～2018年3月）

　　　　　

＊＊＊編集後記＊＊＊ 
連日猛暑が続いた今年の夏。体調を崩した方や、熱中症で救急搬送される方が例年より多かった気が

します。その猛暑のなかでも三愛病院は毎年恒例の「浦和おどり」に参加しました。関連のトワーム小江
戸病院でも夏祭りが開催され、これも恒例の城西川越中高等学校による太鼓演奏と大花火大会が行わ
れました。どちらもいい夏の思い出となりました。来年は皆さんもご一緒にいかがでしょうか？（辻）	

発行責任者：事務長　奥村　優　/　編集：地域連携課　辻 直基、総務課  中村 和功　
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おしえて！ドクターQ&A ＊今回のドクターは皮膚科の冨永奈津子先生です	

富永先生は4月より常勤医師として勤務されています	

テーマ：紫外線対策（ＵＶケア）と日焼け止め	Ｑ１　紫外線ってどんなものですか？	

紫外線（Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ：ＵＶ）は、太陽の光のなかで強いエネルギーを持つ光で、波長の長さによって、Ｕ
Ｖ－Ａ（波長が長い）、ＵＶ－Ｂ（波長が中くらい）、ＵＶ－Ｃ（波長が短い）にわけられます。 
このうち、ＵＶ－ＡとＵＶ－Ｂの一部がオゾン層を通過し、地表に届きます。	

Ｑ２　紫外線って肌にどんな影響があるのですか？	

紫外線は眼には見えませんが、肌にさまざまな悪影響を及ぼします。 
ＵＶ－Ａは肌を黒くさせる色素沈着（サンタン）を起こします。また、シワやたるみなど、肌の老化を引き起こす原因となります。 
ＵＶ－Ｂは肌が赤くなる炎症（サンバーン）を起こし、シミやソバカスなど、肌の乾燥の原因となります。 

Ｑ３　紫外線対策って、いつ頃から始めればいいの？	

1年のなかで紫外線は3月頃から増え始め、6月から7月が最も強くなります。 
春先からの紫外線対策がとくに大切ですが、冬場でも紫外線は常に降り注いでいるので、年間を通した紫外線対策が必要です。 

Ｑ４　時間帯によって紫外線の量は違うの？	

午前10時から午後2時頃までに、1日の半分以上の紫外線が降り注いでいます。 
正午前後の日差しには要注意です。 

Ｑ５　お天気が悪いときには紫外線は降り注いでないの？	

快晴の日の紫外線量を１００％とすると、雨の日でも２０％～３０％、薄曇りの日では５０％～８０％くらい降り注いでいます。 
お天気が悪いときでも、決して安心ではありません。 

Ｑ６　紫外線を防ぐにはどうすればいいの？	

日焼け止め（サンスクリーン剤）を塗りましょう。 
外出時には日傘をさし、黒っぽい服や長袖、長ズボンを着用しましょう。 
帽子やサングラスを着用しましょう。 
日焼け止めは医薬品ではありませんので、ドラッグストアや化粧品店で、販売員に相談したりして自分の肌に合うものを購入ください。 

 
■トワーム小江戸病院夏祭り・浦和おどりのご報告	

小江戸病院　渡辺院長のご挨拶	 勇壮な太鼓演奏	 太鼓と花火の 
コラボレーション	

大勢の方々にご参加いただきました	 鈴木副院長のご挨拶	 城西川越中高等学校による太鼓演奏	

三愛病院は毎年『うらわおどり』に参加しています	

息のそろった熱演	

佐藤副院長のご挨拶	

■あなたの目は大丈夫？ 
　　～眼科ドックの受診をおすすめします～ 
 	

眼科部長　済陽　里佳　医師	

目の病気は知らず知らずのうちに進行していることもあり、気づいた頃には治療をし
ても視力が改善しにくい状態になっていることもあります。	

特に40歳以上の20人に1人は緑内障を発症すると言われています。	

自覚症状がなくても一度受診していただき、ご自身の目の状態を知っていただければと思います	

■チェック（検査）項目	

問診・屈折検査・視力検査（メガネ視力検査） 
眼圧検査・診察（細隙灯顕微鏡検査） 
ドライアイ検査・散瞳による検査・眼底カメラ 
三次元眼底解析検査（OCT）	

■眼科ドックでわかる疾患	

白内障・緑内障・加齢黄斑変性・糖尿病網膜症など	

■三愛病院眼科の眼科ドックの特徴	

・視能訓練士（ORT）による信頼性の高い検査を実施 
・最新の診断機器を導入しています 
・検査時間は約60分、完全予約制です 
・当日に眼科医師による結果説明がうけられます 
・散瞳することにより見逃しの少ない検査をおこないます 
	

■眼科ドックのお問い合わせ、ご予約は	

地域医療連携課　　　　☎　０４８－８６６－１５１５	

または、眼科外来受付（外来メディカルモール　3階）まで	

■市民公開講座を開催しました	

2018年6月3日（日曜日）さいたま市桜区のプラザウエストさくらホールにおい
て、第10回市民公開講座を開催いたしました。当日は休日にもかかわらず
140名の方にご参加いただきました。 
 

猛暑にも負けず・・・	

済陽理事長のご挨拶	 済陽里佳先生によるミニ講演	 わかりやすい講演をありがとうございました	 早くから大勢の皆様に来場いただきました	

塩谷先生の講演	

神戸先生の講演	

会場の質問に答える先生方	

今回のテーマは『知れば納得！おなかのSOS』と題しまして、 
さいたま医療センター副院長　塩谷　猛先生と 
三愛病院消化器内科部長　神戸貴雅先生に講演頂きました。 
また、ミニ講座としまして、三愛病院眼科部長　済陽里佳先生にもご講演頂きました。 
 
会場が満席とまではいきませんでしたが、先生方の解かりやすい講演に来場いただきました
皆さんも熱心に耳を傾けていました。 
 
	
次回もよりよい講演を皆さんにお届けできるようにスタッフ一同努めて
まいりますのでよろしくお願いいたします。 

	


